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 I examined the reaction of the above on about 239 liquors, comparing my results 

with those of Browning's, Murata's and Kahn's reactions. My conclusions as to sensi-

tiveness, non-specific reactions, and the comparative difficulty or easiness of the method 

employed, together with the details of my results and inferences drawn therefrom, are 

as follows: 

 1) Technically speaking, three reactions, Browning's method being excepted, can 

easily be obtained by means of a few experiments. 

 2) Occasionally, M.K.R.II was not a convenient method of obtaining a decision, 

because this particular reaction took much time. 

 3) Kahn's reaction needs much liquor (1.5ccm) for each experiment, so that in 

practice I was often unable to perform it. 
 4) The important question is whether a diagnosis can be made easily or with 

difficulty. In this connection, M.K.R.II and Browning's method enable one to make 

a decision most easily. 

 5) To illustrate the relative sensibility of the different reactions, I drew up the 

 following tables:-—
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Table 1. Lues congenita:-I had only oue case, so that the result may be expressed:-

Browning (-), Murata (-), M.K.R.II (+)

Table 2. Lues IL. Table 3. Lues III. Table 4. Lues IV.

These tables show that M.S.R.II obtains more sharply-defined results than the 

other methods. 
 6) Stability and non-specific reactions:- 

 As is often the case with sharply-defined reactions, M.K.R.II showed itself more 

labile and also showed more non-specific reactions than the other methods. Even these 
cases, however, showed only faint-positive results. 

 In view of these points, I think that every reaction has its advantages and defects, 
but that M.K.R.II has at least as many virtues as the other methods. (Autoreference)

 目 次

〔1〕 緒 言

〔II〕 實驗 方法

〔IH〕 症例及ビ觀察

〔IV〕 總 括及ビ考按

〔V〕 結 論

 主要文獻

 〔1〕 緒 言

 1933年Meinicke及 ビHolthaus兩 氏ニ ヨ

リテ新タニ 脊髓 液ニ 於ケル黴毒 反應 ガ發表セ

ラレ脊髓 液ニ於 ケルM.K.R.IIト セ ラレ

テヨリ以來諸外國ニ 於テ多 ク追試 セラレ其 ノ

實驗 成績モ 亦多數發 表セラレタ リ.而 シテ夫

等 ノ結論 トセル所ハ何 レモ兩氏等ノ主張 セル

所ニ 殆 ド一致 セルモノノ如 ク次第ニ 本反應 ノ

聲價 ハ高マリ 來 レルモノ ト言フ可シ.余 モ亦

最近ニ239例 ノ脊髓液ニ 就 テ同法ヲ追試 シ之

ヲ同時ニ 施行セ ル村田氏反應,Browuin氏 法

或 ハ亦Kahn氏 反應 ト比較對 照 セルヲ以テ爰

ニ其 ノ結果ヲ發 表セン トス.脊髓 液ハ血清 ト

異リ 之 ヲ得 ル事困難ナルヲ以テ被檢 症例少ナ

ク從 ヅテ以下述 ブル檢査結果 ノ諸點ニ 就 キ統

計的正確 ヲ期 シ得ザル憾 ミ多々 有 リトスルモ

同法ガ如何ナル性質 ノ反應 ナルヤハ大體察知

セラレ得 ルモノ ト信ズ.

 

〔II〕實驗 方 法

實驗 方法ハMunch. med. Wschr' 80 Jahrg. II

1933ニ 詳細ニ發 表 セ ラ レ居 レ共尚 ホ念 ノ爲 メ其 ノ

大略 ヲ述 ベ ン.即 チ次 ノ如 シ.

 (1) 材料: 總 テ血 清ニ於 ケルM.K.R.Uニ
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脊髓 液ニ 於 ケルM.K.R.IIニ 就 テ 981

用 フルモ ノニテ足 ル.

(2) 檢 査物:動 性 脊髓 液 最低0.8cc異 物 ヲ絶

對ニ 混 ズ可 カラズ.

(3) 實驗:試驗 管3本 ヲ採 リ第1管ニ0.5cc,

第2管0.2cc,第3管ニ0.1ccノ 動性 脊髓 液 ヲ入

レル.次 ニ廣口 試驗 管2本 ヲ採 リ其 ノ1ニ 同 反應

用試藥1.0cc,他ニ3.5%食鹽 水10ccヲ 入 レ之ヲ

別箇ニ55-56℃ ノ恒温 器 中ニ10間 入 レテ暖 メ タ

ル後食鹽 水 ヲ手速 ク試 藥ニ 注加 シ次ニ 之 ヲ反對ニ

復注 ス.コ ノ動 作 ヲ3囘 行 ヒ タル後 白濁 セル混 合

液 ヲ再ビ55-56℃ ノ恒温器中ニ2分間 入 レ置 ク事

血清 ノ場 合ニ 同 ジ.以上 ノ操作 ヲ終 リタル白濁 セ

ル 同液 ヲ豫 メ トリタル脊髓 液ニ 夫々0.1, 0.1,0.2cc

ヲ加ヘ良 ク振盪 シ タル後16-24時 間 室 温ニ放 置

シテ後其 ノ結 果 ヲ判定 ス.尚 ホ詳細 ナル 結 果 ヲ知

ラン ト欲 セ バ最初 脊髓 液 ヲ試驗 管3本ニ 分 ツ代 リ

ニ5本 ヲ採 リテ夫 々Iニ0.5cc,1'ニ0.4cc,IIニ

0.2cc, IVニ0.2cc,IIIニ0.1ccヲ 入 レ之ニ 操 作

ヲ終 リタル混 合液 ヲ夫 々0.1, 0.1, 0.1, 0.2, 0.2cc

ヲ加フル モ ノ トス.

(4) 判 定法:16-24時 間 後 ノ試驗 管内ニ ハ3

樣 ノ結果 ヲ區 別セ ラル.即 チ

(a) 上清 白濁 シ(稍 々黄緑 色 ヲ帶 プル 事 有 リ)

管底ニ帶 黄灰 緑 色 ノ小點 有リ,周圍 トノ區 別明 カ

ナ リ.之 ヲ輕 ク振盪 スル ニ形 ヲ變 ゼザル モ暫 ラ ク

斜ニ 保 持 ス レバ流 レテ管 ノ最 低部ニ 移 行 ス.

(b) 上清 透明 又ハ輕微ニ 白濁 シ 管底 一體ニ 丸

ク白色 ノ沈澱 ヲ生 ジ中 央ニ(a)ノ 如 キ小點 ヲ認 メ

ズ.白 邑沈澱 ノ境界 ハ 凹凸 有 リテ(a)ノ 如 ク明 瞭

ナ ラズ.輕 ク振盪 スレバ 容 易ニ クダ ケテ モ ロキ感

ジ有 リ.斜ニ 保 持 スル モ流 レズ.

(c) 上清 白濁 ノママ沈 澱 ナシ.

以 上 ノ3結 果 ノ内(a)ハ(-),(b)ハ(+),

(c)ハ(±)ヲ 示 ス.之 ガ3管ニ 現 レル状態 ニ ヨ

リテ反應 ノ強弱ニ 差違 ヲ生 ズ.

尚 ホ本表以 外ニ 余ハ次 ノ如 キ場 合 ヲ輕驗 シ假 リ

ニ下詑 ノ如 ク判定 セ リ.例 ヘバ(+,±,-)ノ 如

キ場 合 ハ+ST(STハ強)ト ナ スガ如 シ.其 ノ外

++ST, +S,++S,+++S等(Sハ 弱)皆同斷 ニシテ 程

度 ノ差 ノ ミ.然 レ共 脊髓 液多 量ニ 存在 スル 場合 ナ

レバ5管ニ 就 テ行 ヘ バ結 果 ノ判定 尚 ホ明瞭 ナル 可

シ.

(5) 陳舊 ナル材料 ノ檢査:特ニ 白濁 シ又ハ腐

敗 セル 材 料ニ 於 テハ以 上 ノ方 法 ニ ヨル 時 ハ陰性 又

ハ陽性 ノ如 何 ヲ間 ハ ズ總 テ(++++)ヲ示 ス可 シ.カ カ

ル 場 合兩 氏 ハ次 ノ矯 正方 法 ヲ提供 セ リ.即チ 不良

脊髓 液01ccヲ トリ,之ニ 完 全ニ 陰性 ナル動 性 人

血清0.1ccヲ 混 ジ之 ヲ血 清 ニ於 ケルM.K.R.II

ト同樣ニ 所 理 シ テ判 定 ス.同別 法 ニテ ハ動性 人血

清 ヲ得 ル事 比較 的困 難 ナ ル ヲ難點 ナ リ ト云 フ可

シ.余 ハ此 別法 ヲ行フニ 當 リテハ 當教室看 護 婦諸

嬢ニ 乞 ヒテ 貴 重 ナ ル 材料 ヲ得 タル 事 ヲ爰ニ 深謝

ス.

(6) 鋭 敏度:同 氏 等ニ 依 レバBrowning氏 法

ヨ リハ鋭 敏ニ シテ.Muller及 ビKahn民兩 反應 ト

比較 セ バ少 ナ ク共 同程 度 ヲ下 ラ ズ トセ ラ レ タ リ.

余 ハ以 上 ノ反應 ヲ施 行 シBrowning,村 田及 ビ

Kahn氏3反應 ト比 較 ヲ試 ミン トス.

〔III〕 症 例 及 ビ觀 察

239例 ヲ次ニ 表 示 ス可 シ.同 時ニ 之等 患者 ノ血
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清 反應 ヲ附記 ス可 シ.不記 入欄 ハ當該 反應 ヲ施 行

セザ リシモ ノナ リ.例 ヘ バKahn氏 反 應 ノ如 キハ

1囘 ノ檢 査ニ 際 シ1.5ccノ 脊髓 液 ヲ要 スル ヲ以 テ

材 料足 ラズ シテ施 行不 可能 ナ リシ事 多 シ.尚 ホ診

斷 ノ項ニ 記 入ナキ ハ非黴 毒患 者 ヲ示 シ此 内ニ ハ當

教室ニ テ非黴 毒疾患 ノ手術時ニ得 タル モ ノ多 シ.

又治 療 ノ目的 ニテ採取 セル モ ノモ有リ.神經黴 毒

ノ材 料 ノ多 クハ某精神 病院ヨ リ得 タ リ.尚 ホ診 斷

ノ項 ニテIIハ2期,IIIハ3期,IIIIハ神經 系黴

毒,Cハ 先 天 黴毒 ヲ示 ス.陽 性 度 ヲ示 ス欄ニ テS

ハ弱,STハ 強 ヲ示 ス.尚 ホBハBrowning,村 ハ

村 田,KハKahn,MハM. K R. IIヲ 表 ハ スモ

ノ トス.材 ノ欄 ニテ二重 ハ二 重 輪形成 ヲ示 ス.備

考欄 ハ材 料 ノ採取 状態,陳舊 ノ度 等 ヲ記 入シ,尚

ホ同 欄ニ 潜 ト有ル ハ潜 伏黴 毒 ヲ示 スモ ノ トス.
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以 上 ヲ要 約 スル ニ非 黴毒脊髓 液 ハ128例 ニシテ

徽毒 脊髓 液 ハ112例 トナル.次ニ 其 ノ檢 査結 果 ヲ

種 々 ナル觀點ヨ リ比 較對 照 ス レバ下 ノ如 シ.

(1) 陽 性 率 ノ比 較

非黴 毒 及 ビ各期 ノ黴 毒ニ 分 チテ比較 ス可 シ.

(a) 非黴 毒

即 ヂ本表ニ 見 ル ガ如 クBrowing氏 法ニ 於テ ハ

非特 異性 反應 ト見ヲ ル可 キ モ ノ1%有 リ.然 レ共

本例 ハ材 料至 ツテ不 良ニ シ テ腐敗 甚 ダシ キモ ノナ

リキ.村 田氏反 應ニ 於 ケル陽性 ノ2例 ハ?ヲ 附 セ

ル ガ如 ク之 ハ二重 輪 ヲ示 シ僞 輪 ナル 事 疑 ナ ク從 ツ

テ 非特 異性反 應 ナ リ トハ 云 フ可 カラズ.Kahn氏

反 應ハ陽 性 ナル モ ノナ シ.M.K.R.IIニ 於 テ ハ

125例 中陽性 ナル モ ノ3例 有レ共 本3例 ハ何 レモ

±又 ハ ±S程 度ニ 過 ギズ.然 レ共他 ノ反 應ニ 比 シ

稍 々高率 ナ リト云 ヒ得 可 シ.

(b) 先 天黴 毒

僅カ1例 ノ ミニ シテ11歳 男兒,脊髓 性 小兒 麻痺

ノ如 キ状態ニ 有リ,血 清黴 毒反 應強陽 性 ヲ示 シ脊

髓 液 ハBrowning及ビ 村 田氏反應 ハ陰性ニ シ テ

M.K.R.IIノ ミ+STヲ 示 シ タ リ.

(c) 第2期黴 毒

材 料甚 ダ少 ナ ク明 カナ ラザル モBrowning 6,

村 田6, Kahnl,M.K.R.II 6例ニ 就 テ行 ヒ タ

ル範圍内ニテハ未ダ何レノ反應ニ於テモ陽性ヲ經

驗スルニ至ヲズ.之 等 ノ6例中 混合下疳1例,第

4性病1例 有リ.他 ハ總テ潜伏黴毒 ナリキ.

(d) 第3期 黴毒

第3期黴 毒患者 ト思 ハルル モノニ 就 テ陽 性率 ヲ

比較 スレパ本表 ノ如 シ.即 チM.K.R.IIニ 於

テ ハ52.5%ノ 高 率 ヲ示 シ タルニ 對 シBrowning

氏法 及 ビ村田 氏反應 ハ殆 ド同率ニ テ僅カ5%餘 ノ

ミ.Kahn氏 反應 ハ症 例 少 ナキ モ19%ヲ 示 シ可

成 リノ高 率 ヲ示 スモ ノノ如 シ.之 等 ノ内護謨腫2

例有 リタ レ共 何 レ ノ脊髓 液反 應 モ陰性 ナ リキ.他

ハ何 レモ潜 伏黴 毒 ナ リキ.

(e) 第4期 黴毒

次 ニ中樞神經 系黴毒 ト思惟 セ ラルル 材 料ニ 就 テ

比 較 スル ニ何 レモ可成 リノ高 率 ヲ示 スモ村田氏 反

應ニ 於 テ稍 低々 率 ナ リ.コ レハ 同反應 ガ稍々 陳 舊

ナル材 料ニ 於 テ(尚 ホ未 ダ溷 濁 ヲ來 ス迄ニ 至 ラザ

ル モ ノ)往 々陰 性 ヲ示 シ タル ガ爲 ナ リ.Kahn氏

反應 ハ症 例 少 ナ キ爲 メ別 トセ バM.K.R.IIノ

勝 レタル ヲ知 リ得 可 シ.
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(f) 黴毒全體ニ就テ

次ニ 以上 ヲ全體 マ トメテ表 示 スリバ,本 表 トナ

ル.モ トヨ リ本症 例 ノ殆 ド總テ ハ陳 舊 ナル 黴毒患

者 ナ リ.故ニ 本 表 ノ如 キ高率 ヲ示 シ タル モ ノナ リ・

就中M.K.R.IIガ 最高率 ヲ示 セ リ.Kahn氏

反應 ノ意 外ニ 低率 トナ リタル ハ4期 黴毒 症例 ノ少

ナキ爲 ナ リ.

(g) 不 明 ノ結果 ヲ示 シタル 場 合

即 チ判 定 困難 ナ リシ モ ノ ノ多 少 ヲ比 較 スル ニ

Browning氏 法ハ1例 ノミ.之ハ 材 料全 ク腐敗 セ

ル モ ノニ テ同 氏 法 ノ責ニ 非 ズ.村 田氏反應ニ 於 テ

ハ少 シ ク溷濁 セル 材料 ノ大部 分 ハ不明 ニシテ5.3%

ノ高率 ヲ示 シタ リ.尚 ホ同反應 ハ材 料透 明 ナル場

合ニ 於 テ モ採 取 後長 時間 ヲ經 タル場 合 ハ當然陽 性

ナル可 シ ト思惟 セ ラル ル モ ノニテ モ往 々陰性 ヲ示

シタ リ.Kahn氏 反應 ハ從 來血 清ニ 於 テモ弱陽 性

ト陰性 トノ區別 困難 ナル モ ノナ リ.本 表 ノ1例 モ

之 ト軌 ヲ一ニ ス.M.K.R.IIハ判 定 ハ至 ツテ容

易 ナル モ ノナ リ.本2例 ハ第III管ニ(±)ヲ 認 メ

I及 ビII管 ハ(-)ナ ルモ ノニ シテ同 氏 等ノ 原 著

ノ理 論 ヨ リスレバ(++++)ヨ リ尚 ホ強陽性 トナ ス可 キ

モ ノナラ ンモ外 ノ血清 及ビ 脊髓 液反 應 ハ總 テ陰性

ナル ヲ以 テ假ニ 不 明 トセ リ.M.K.R.IIハ 可 成

リ不 安定 ナル 反應 ニシテ恐 ラク本2例 モ何等カ 不

明 ノ原因ニ 依 リテ カ カル結 果ヲ招來 シタルモ ノナ

ラ ン.此點ニ 就 テハ後ニ尚 ホ詳 述 ス可 シ.

(2) 陽性 度 ノ比 較

(a) Browning氏 法 トノ比 較

本 表ニ 示 シ タル ガ如 クM.K.R IIハBrowning

氏 法ニ 比 シ陽性 度 ハル カニ 高 シ.Browning氏 法

ノ勝 リタル多 ク ノ場 合 ハ材料 不艮 ナル モ ノ多 シ.

之 ヲ要約 スルニ兩 反應 共ニ 陰性 ナル モ ノ116例,

兩 反應共ニ 陽性53例,M.K.R.IIノミ 陽性35

例ニ シテBrowning氏 法 ノミ陽 性 ナル ハ僅ニ2例

ノミ.

(b) 村 田氏 反應 トノ比 較
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即チ 本 表ニ 見ル ガ如 クBrowning氏法 ノ場 合以

上ニ 其 ノ差 著 シキ ヲ知リ 得 可 シ.之 ヲ要 約 スレバ,

兩 反應 共ニ 陰性114例,共ニ 腸 性37例,M.K.R.

IIノ ミ陽性41例 ニシテ村 田氏 法 ノミ陽性 ハ僞 輪

ノ2例 ノ ミナル ヲ以 テ實 ハ皆無 ナ リ.

(c) Kahn氏 反應 トノ比較

前同樣 ノ方法ニ依 リ兩反應ノ陽性度ヲ比較表示

スレバ本表ヲ得.然 レ共陽性ノ材料少ナキ爲唯參

考迄ニ附記セルノミ.

〔IV〕 總 括及ビ 考按

以上ヲ 要約ス レバ次 ノ如 シ.

(1) 實驗ノ 難易

(a) 技 術的ニ ハBrowning氏 法 以外ハ可

成リ容易ナル可 ク,實驗 材料ハ村 田氏反應最

モ得易 クM.K.R.II之ニ 次 グ.

(b) 時 間的ニ ハM.K.R.IIハ 長時間 ヲ

要 スルヲ以テ不満足ナ リ.

(c) 實 際ニ臨 ンデ脊髓液 ノ多量 ヲ要 スル

反應ハ不便多ク此點 ヨリ見 レバKahu氏 反應

ハ1囘ニ1.5ccヲ 要 スル ヲ以 テ劣 レリ ト云フ

可 シ.

(d) 判 別 ノ難易モ亦重要ナル點 ナ リ.此

點 ヨリ見テBrowning,M.K.R.IIノ2反

應 ノ明瞭ナルニ反シKahn,村 田2反 應ハ往

往判定 ノ困難ナル事有ルハ既ニ 知 ラレタル所

ナ リ.

(2) 反應 ノ安定性

M.K.R.IIハ既ニ 述 ベタルガ如 ク可成 リ

不安定ナル反應サ リ.材 料中 ノ異物,又 ハ材

料 ノ溷濁,腐 敗 等ニ關 シテハ 同氏等 ノ原法ニ

嚴ニ 注意セ ラレタル所 ニシテ之ヲ 怠 レバ直チ

ニ非定型的 反應 ヲ得ベ シ.尚 ホ此外原法ニ特

別ニ記 載 ナキモ温度 ノ關係 スル事甚 ダシキヲ

痛感セ リ.特ニ 操 作絡了後室温ニ 放置スル場

合低温ニ 過ギンカ直ニ 非定型的反應ヲ 表 ハス

可シ.余 ハ屡 を冬期實驗ニ 於テ之 ヲ經驗 セリ.

カカル場 合余ハ同試驗 管 ヲ強振シ 沈澱 ヲ液中

ニ浮游 セシメタル後更ニ適温ニ 十數 時放置シ

タルニ正 常反應 ヲ示 シタリ.此 外不測ノ障碍

ニ ヨリテ非定型的 反應ヲ 示ス事有 リ.之ハ 勿

論檢 者 ノ不注意ヲ責 ム可 キモ ノナランモ其ノ

原因 ヲ探求 シ得 ズ不思 議ニ感 ジタル事有 リ.

以 上 ノ諸點 ヨリ同 反應 ノミニ頼 ル時 ハ時ニ 誤

リ有ルヤモ測 ラレズ.他 ノ反應 ト竝行セシム

ルヲ安全 トス.之 ハ種 々ナル點 ヨリ見テ他 ノ

反應ニ就テモ云 ヒ得可 ク從ツチ可及的ニ多 ク

ノ反應 ヲ行 フゲ ヨシ トスルハ當然ナル可 シ.

尚 ホ又陳舊ナル材料 ヨリスル別法ハ興味有ル

所 ナル可ケ レ共多クノ症例ヲ得 ズ述 ブ可キ材

料 ナシ.

(3) 鋭 敏 度

以上表示セル所ヨ リ陽性率陽性度共ニ本反

應 ガ最モ 勝 レタルハ明 カナル可 シ.同 氏法ニ

依 レバ未 ダ神經黴 毒ノ症状ナキ患者ニ於テモ

多 クノ陽性ヲ示 シタ リ.之 等ガ將來神 經黴 毒

トナルヤ否ヤハ不明ナ レ共少 ク共既ニ 脊髓液

ニ何等カノ黴毒性變 化アルヲ知 リ得 可シ.然
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レ共本反應ヲ神經黴毒ノ診斷ニ 資センニハ カ

ヘツテ不便ナル可 シ.

(4) 非特 異性反應

前述 セル所 ヨリ見 レバM.K.R.IIハ カ

ナ リ多數ニ 非特異性 反應有ルカノ如 キモ本反

應ハ幾分不安定ナル反應 ナルヲ以テ余 ノ操作

ニ誤 リ有 リタルヲ氣付 カザ リシモノナルヤモ

測ラレズ.サ レド中ニ ハ操作ニ誤 リナ シト明

言 シ得 ルモノモ有 リ.

〔V〕 結 論

余 ハ239例 ノ脊髓 液ニ就 テM.K.R.IIヲ

施行 シ種 々ナル點 ヨリ觀察 シテ次 ノ如 キ長短

有ルヲ知 リタ リ.

(1) 實驗 上 ノ便,不 便 ノ點 ヨリ見 レベ本反

應ハ技術的 ニハ村田氏反應 ト共ニ他ノ2反 應

ヨリ簡單 ニシテ試藥 ヲ得ル事モ 亦簡單 ナリ.

脊髓液 ノ所要量 ハ最少量0.8ccニシ テBro-

wning,村 田氏反應ニ 於ケル ヨリモ多量 ナル

モKahn氏 反應ニ 於 ケル所要量 ノ約半量ニテ

足ル.判別 方法 ハBrowning氏 法ニ於 ケル ト

同 ジク明瞭 ナリ.

(2) 陽性 度ハ本反應73.9% Browning氏

法50.0%,村 田氏反應38.1%, Kahn氏 反應

30.0%ナ リ.尚 ホ亦各期 ノ黴毒ニ 分チテ比較

スルモ本反應ハ何 レノ場合ニ 於テモ他 ノ3反

應 ヨリ鋭敏ナ リ.

(3) 鋭 敏 ナル反應ハ往 々非特異性反應多ク

又不安定 ナルモノナ リ.本 反應ニ 於テモカカ

ル傾向アルモノノ如 ク非微 毒脊髓液125例 中

3例 ノ陽性有 リ,即 チ2.4%ニ 當ル.然 レ共

之等 ハ何 レモ微弱陽性程度 ヲ出ヅル事ナカ リ

キ.從 ツテ本反應 ノ ミニ頼 ル トキハ殊ニ 細心

ノ注意 ヲ拂ヒ タル後ト雖 モ尚 ホ多少ノ不安ナ

シ ト云 フ可カラズ.1

(4) 然 レ共 本反應ハ他 ノ3反 應ニ 比 シ色 々

ノ點ヲ綜合 シテイササカモ遜色有ルモノニ非

ズ ト信ズ.

附記:稿 ヲ終ルニ臨ミ御懇篤ナル御指導

ト御校正ヲ賜リタル恩師根岸教授ニ深謝ス.
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